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『
打
開
集
』
ー
　
F
今
昔
物
語
集
」
と
の
類
縁
関
係
顕
著

竹
村
宿
泊

『
今
昔
物
語
集
』
と
『
打
開
集
』
と
の
類
縁
関
係
は
二
読
し
て
明
ら

ら

ご

ら

か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
1
2
「
羅
喉
羅
(
の
)
事
」
。
こ
れ
は
『
今
昔
物

語
集
』
巻
三
第
3
0
話
「
仏
、
捏
磐
に
入
り
給
は
む
と
す
る
時
に
、
羅
喉

あ

　

　

　

　

　

　

こ

と

羅
に
遇
ひ
た
ま
へ
る
語
(
仏
、
入
捏
磐
給
時
、
遭
羅
臨
扁
薫
)
」
と
同
話
だ

が
、
両
者
は
冒
頭
か
ら
、

○
今
昔
、
仏
、
捏
磐
二
人
(
り
)
給
ハ
ン
ト
為
ル
時
こ
、
羅
喉
羅
ノ

思
バ
ク
、
「
我
レ
仏
ノ
捏
磐
二
人
(
り
)
給
ハ
ム
ヲ
見
ル
程
こ
、

た
ふ
べ
か
ら

悲
ビ
ノ
心
更
二
不
可
堪
ズ
。
」

(
『
A
孟
日
物
語
集
』
巻
三
第
3
0
話
)

う

○
昔
、
仏
失
(
せ
)
給
バ
ン
ズ
ル
程
こ
、
羅
喉
羅
、
「
仏
ノ
失
(
せ
た

ま
)
　
ハ
ム
、
見
(
る
)
　
こ
、
更
こ
タ
フ
ベ
キ
ニ
非
ズ
。
」

(
『
打
開
集
』
第
1
2
話
)

と
行
文
上
の
類
縁
性
を
示
し
、
以
降
の
叙
述
の
展
開
も
ほ
ぼ
等
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
話
題
へ
の
説
明
部
分
、
い
わ
ゆ
る
話
末
評

も
次
の
よ
う
に
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
。

ま
し

○
然
レ
バ
此
レ
ヲ
以
テ
思
フ
こ
、
清
浄
ノ
身
二
在
マ
ス
仏
ソ
ラ
父
子

ほ

か

　

　

　

　

　

　

　

こ

と

　

　

い

か

　

　

い

は

む

　

ご

ぢ

よ

く

ノ
問
ハ
他
ノ
御
弟
子
等
ニ
ハ
異
也
。
何
(
に
)
況
ヤ
、
五
濁
悪
世

主

ど

　

　

　

　

　

こ

と

わ

り

ノ
衆
生
ノ
、
子
ノ
思
ヒ
ニ
迷
(
は
)
ム
ハ
　
理
也
カ
シ
。
仏
モ
其

レ
ヲ
表
シ
給
フ
ニ
コ
ソ
ハ
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

(
『
品
目
物
紺
と
)

か

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

か

　

　

　

　

　

　

こ

と

○
此
ゾ
、
仏
ダ
ニ
子
ヲ
思
(
ひ
)
拾
フ
道
ハ
、
他
(
の
)
人
ニ
ハ
異

ま

し

　

わ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

ど

也
。
倍
テ
我
ラ
衆
生
ハ
、
子
(
の
)
思
(
ひ
)
ニ
迷
(
は
)
ム
事
、

。

響

也

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

行

間

化

⊆

こ
う
し
た
両
者
の
類
縁
関
係
は
、
全
二
七
話
中
二
二
話
に
お
よ
ぶ
同
一



話
題
(
1
②
③
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
1
1
⑫
⑬
⑮
1
6
⑱
⑲
2
0
㊧
⑳
⑳
2
4
2
5
⑳
)
の
大
半

に
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
話
末
評
も
丸
数
字
話
題
に
そ
の
近
似
を
確
か

め
う
る
。

ま
た
、
こ
の
同
一
話
題
二
二
話
中
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
所
収

話
は
五
話
(
7
八
巻
五
3
2
)
・
1
2
(
巻
三
3
0
)
・
1
3
(
巻
四
2
4
)
・
1
5
(
巻
五

3
)
・
2
0
(
巷
五
3
1
)
)
、
霞
旦
部
は
七
話
(
1
八
巻
六
3
)
・
2
(
巻
六
1
)
・

3
八
巻
六
4
)
・
8
(
巻
六
5
)
・
9
八
巻
六
6
)
・
2
1
八
巻
九
1
3
)
・
2
2
(
巻
六

2
)
)
、
本
朝
仏
法
部
は
八
話
(
5
八
巻
〓
2
8
)
・
6
八
巻
一
一
2
5
)
・
1
1

八
巻
一
四
4
5
)
・
1
6
(
巻
〓
1
2
)
・
1
8
八
巻
〓
1
1
)
・
1
9
八
巻
一
四
4
1
)
・
2
3

(
巻
二
四
4
2
)
・
2
7
(
巻
一
五
2
7
)
)
、
本
朝
世
俗
部
は
二
話
(
2
4
(
巻
二
二

7
)
・
2
5
(
巻
二
七
3
)
)
を
、
そ
れ
ぞ
れ
数
え
る
(
残
る
五
話
は
霞
旦
話
題

=
1
0
「
宝
志
和
尚
事
」
、
本
朝
仏
法
話
題
=
4
「
静
観
僧
正
事
」
・
1
7
遍
心
恵
大

師
験
事
」
、
本
朝
世
俗
話
題
=
1
4
「
道
丈
(
場
)
法
師
事
」
・
2
5
「
世
尊
寺
事
」
)
。

天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
仏
教
史
を
軸
に
世
界
の
全
体
を
叙
述
し
ょ
う
と

し
た
と
い
う
の
が
『
今
昔
物
語
集
』
だ
が
、
そ
の
素
材
と
な
っ
た
三
国

話
題
の
い
く
つ
か
が
こ
う
し
て
語
末
評
の
近
似
性
を
も
た
も
ち
な
が
ら

『
打
開
集
』
　
に
も
見
え
る
点
、
両
テ
キ
ス
ト
生
成
の
場
の
近
縁
性
を
考

え
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
も
両
者
の
類
縁
関
係
を
思
わ
せ
る
理
由

と
な
っ
て
い
る
(
霞
旦
話
題
は
仏
教
伝
来
史
を
構
成
す
る
軍
書
物
語
集
』

巻
六
1
～
6
と
共
通
、
本
朝
話
題
は
本
朝
仏
法
史
を
構
成
す
る
巻
〓
所
収
入

唐
侶
話
題
と
多
く
重
な
る
)
。

『
打
開
集
』
は
大
正
一
四
年
(
-
¢
N
u
)
、
近
江
湖
東
三
山
の
一
つ
金
剛

輪
寺
で
発
見
さ
れ
た
・
(
現
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
)
。
表
紙
に
は
『
今
昔

物
語
集
』
の
推
定
成
立
期
に
近
い
「
長
承
三
年
」
(
ロ
旨
の
年
記
、

所
蔵
者
「
桑
門
栄
源
」
　
の
名
が
見
え
る
。
「
桑
門
栄
源
」
に
つ
い
て
は

知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
(
片
寄
正
義
氏
は
「
大
原
の
来
迎
院
と
も
関
係
の
あ

る
僧
侶
」
と
の
推
定
を
試
み
て
い
る
。
冠
ユ
首
物
語
集
の
研
究
(
下
)
』
)
、
比
叡

山
関
係
文
書
の
紙
背
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
天
台
座
主
に
任
じ
ら

れ
た
僧
侶
の
話
題
が
多
い
点
(
4
静
観
、
1
6
智
証
大
師
、
1
7
慈
恵
大
師
、
1
8

慈
覚
大
師
、
2
6
余
慶
、
2
7
延
昌
、
末
尾
の
略
伝
)
、
ま
た
、
2
1
　
「
銭
(
も
て
)

亀
(
を
)
買
(
ふ
)
人
(
の
)
事
」
の
語
末
評
「
亀
ノ
希
有
(
な
る
)
事

こ
注
(
し
)
タ
ル
ナ
リ
ト
、
有
(
る
)
僧
(
の
)
語
(
り
)
シ
ナ
リ
」

(
冠
孟
日
物
語
集
』
巻
九
1
3
に
は
傍
線
部
な
し
)
な
ど
を
併
せ
見
る
な
ら
ば
、

『
打
開
集
』
は
叡
山
周
辺
の
説
話
伝
承
と
そ
の
世
界
の
広
が
り
を
伝
え
、

『
今
昔
物
語
集
』
も
そ
う
し
た
環
境
と
の
接
点
を
も
っ
て
生
成
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
(
な
お
、
小
峯
和
明
氏
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系

冠
孟
日
物
語
集
二
』
解
説
、
参
照
)
。*

『
打
開
集
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
類
縁
関
係
の
概
要
は
上
の
よ

う
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
類
縁
関
係
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
　
に
も

剰聞打『一ヽ
ノ

0
/



認
め
う
る
こ
と
で
あ
る
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
所
収
話
と
の
同
一
説
話

は
②
(
第
蟻
話
)
・
④
(
第
2
0
話
)
・
⑲
(
第
1
0
7
話
)
・
1
7
(
第
1
3
9
話
)
・
1
8

(
第
1
7
0
話
)
・
⑳
(
第
1
7
1
話
)
・
⑳
(
第
規
話
)
・
2
5
(
第
8
4
話
)
・
⑳
(
第
1
4
2

話
)
の
計
九
話
を
数
え
る
が
、
そ
の
内
、
丸
数
字
の
話
題
に
は
叙
述
や

話
末
評
に
強
い
類
縁
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
梅
沢

本
(
古
本
)
説
話
集
』
に
も
1
3
(
下
9
・
⑳
(
下
5
1
)
に
同
一
話
題
が

見
え
、
後
者
は
高
い
近
似
性
を
も
つ
。

も
っ
と
も
、
類
縁
関
係
と
は
い
う
も
の
の
『
打
開
集
』
所
載
の
説
話

は
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
に
所
収
の
同
一
話
題

と
全
く
同
じ
叙
述
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は

先
に
引
い
た
1
2
「
羅
喉
羅
事
」
　
の
冒
頭
部
分
、
話
末
評
に
見
ら
れ
る
と

お
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
は
釈
迦
の
死

を
「
捏
磐
」
と
称
し
、
『
打
開
集
』
は
「
失
す
」
を
も
っ
て
語
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
一
話
中
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
象
り
『
今
昔
物
語

集
』
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
で
、
『
打
聞
集
』
は
『
打
開
集
』
の

そ
れ
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
2
「
釈
迦
如
来

験
事
」
の
冒
頭
部
分
、
天
竺
か
ら
の
渡
来
僧
が
始
皇
帝
に
問
わ
れ
て
自

ら
の
素
性
を
答
え
る
場
面
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
(
巻
六
1
)
が
天
竺
部

と
の
連
接
を
図
る
た
め
の
釈
尊
略
伝
を
書
き
込
ん
で
い
る
、
な
ど
に
も

指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の

同
一
話
題
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
4
「
静
観
僧
正
事
」
の
祈
雨
霊
験

譚
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
2
0
話
で
は
〝
祈
雨
日
記
″
の
記
録
文
体
を

模
倣
し
た
語
り
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
打
開
集
』
自
体
も
、
霹
旦

仏
法
伝
来
譚
の
一
つ
2
2
「
歴
等
聖
弘
仏
経
事
」
　
の
語
末
に
『
今
昔
物
語

集
』
　
(
巻
六
2
)
の
そ
れ
に
な
い
　
「
随
(
隋
の
)
陽
ダ
イ
(
煩
帝
)
ノ
御
時

こ
、
此
国
二
渡
レ
ル
也
。
此
国
ノ
帝
王
ハ
欽
明
天
皇
御
世
ナ
リ
」
を
加

え
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
同
一
依
拠
資
料
(
あ
る
い
は
そ
れ
に
前
後
連
接
し
た
資
料
)
か

ら
の
個
別
的
な
部
分
的
改
変
、
変
容
と
し
て
説
明
で
き
る
範
囲
に
あ
る

も
の
だ
が
、
同
一
話
題
の
な
か
に
は
別
伝
関
係
に
あ
る
も
の
も
多
い
。

た
と
え
ば
1
1
「
不
空
三
蔵
験
事
」
。
こ
れ
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
四

第
4
5
話
「
調
伏
の
法
の
験
に
依
り
て
、
利
仁
将
軍
死
に
た
る
語
(
依
調

伏
法
験
、
利
仁
将
軍
死
語
)
」
と
同
話
題
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
不
空
」
な

ら
ぬ
　
「
法
全
(
詮
)
阿
闇
梨
」
　
の
法
験
が
語
ら
れ
て
い
て
、
時
代
も

お
は

「
文
徳
天
皇
ノ
御
代
」
と
あ
り
、
「
宇
多
院
ノ
帝
王
御
(
し
)
ケ
ル
時
」

と
す
る
『
打
開
集
』
話
と
は
異
な
っ
て
い
る
(
冠
ヱ
首
物
語
柏
と
は
さ
ら

に
独
自
の
利
仁
将
軍
末
期
記
事
を
も
つ
)
。
同
様
の
こ
と
は
『
宇
治
拾
遺
物

語
』
と
の
間
に
も
指
摘
で
き
る
。
第
Ⅲ
話
「
慈
恵
僧
正
、
受
戒
之
日
を

延
引
の
事
(
慈
恵
僧
正
、
延
引
受
戒
之
日
事
)
」
　
の
「
大
風
吹
(
き
)
　
て
南

門
俄
(
か
)
に
倒
れ
ぬ
」
は
、
『
打
開
集
』
1
7
「
慈
恵
大
師
験
事
」
で

96



ふ

か

ぬ

　

　

　

に

は

は
同
じ
「
未
時
」
　
の
出
来
事
な
が
ら
「
戒
壇
門
、
風
不
吹
(
に
)
項

(
か
に
)
例
(
る
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
別
伝
関
係
話
の
存
在
は
、
『
打

問
集
』
『
今
昔
物
語
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
三
者
の
類
縁
関
係
が
テ

キ
ス
ト
間
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
た
と
え
ば

『
宇
治
大
納
言
物
語
』
な
ど
の
一
共
通
母
胎
か
ら
の
派
生
編
纂
物
と
い

っ
た
類
縁
関
係
に
も
な
い
こ
と
を
教
え
る
(
2
0
「
唐
侶
人
穴
事
」
は
『
宇

治
拾
遺
物
議
巴
第
1
7
1
話
と
同
話
だ
が
そ
の
別
伝
が
『
A
孟
日
物
語
集
』
巻
五
3
1
に

あ
る
。
ま
た
、
1
3
「
龍
樹
菩
薩
隠
形
事
」
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
2
4
と
同
話

だ
が
そ
の
別
伝
が
『
梅
沢
本
説
話
集
』
下
6
3
に
あ
る
。
こ
れ
ら
も
叙
上
の
ご
と

き
類
縁
関
係
を
疑
わ
せ
る
)
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
打
問
集
』
は
『
今
昔
物
語
集
』
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
　
の
依
拠
し
た
資
料
(
あ
る
い
は
そ
れ
に
前
後
達
接
し
た
資
料
)

と
の
接
触
を
も
つ
一
方
で
、
そ
れ
ら
と
は
別
系
統
の
説
話
を
伝
え
る
テ

キ
ス
ト
か
ら
も
、
す
な
わ
ち
別
の
伝
承
圏
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
も
採
話
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
『
打
開
集
』
が
そ
う
し
た
異
種
伝
承
圏
の

交
錯
す
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
成
立
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
個
別
的
な
〝
類
縁
関

係
″
を
も
っ
て
な
る
伝
承
圏
の
解
体
、
説
話
流
通
圏
の
拡
大
、
あ
ら
た

な
メ
デ
ィ
ア
環
境
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
あ
ら
た
な
〝
類

縁
関
係
″
の
生
成
と
い
っ
た
事
態
が
、
『
打
開
集
』
の
周
辺
で
進
行
し

て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
も
す
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
成
立
圏
に
つ
い

て
は
南
都
説
が
有
力
だ
が
、
こ
れ
と
叡
山
圏
で
成
立
し
た
『
打
開
集
』

と
の
間
に
所
収
話
題
の
顕
著
な
類
縁
性
が
認
め
ら
れ
る
の
も
こ
う
し
た

事
態
と
ふ
か
く
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。

*

と
こ
ろ
で
、
上
は
異
種
伝
承
圏
か
ら
の
採
話
が
確
か
め
ら
れ
る
『
打

開
集
』
　
に
つ
い
て
そ
の
因
を
情
況
に
求
め
て
説
明
し
た
も
の
だ
が
、
さ

ら
に
、
『
打
開
集
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
空
間
(
「
打
開
」
)
が
そ
う
し
た
異

種
伝
承
圏
の
個
別
伝
承
を
交
錯
さ
せ
て
い
く
場
と
し
て
あ
っ
た
事
情
も

考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
打
開
」
　
の
実
体
は
な
お
不
分
明
な
点
を
残
す
が
、
『
枕
草
子
』
　
の
用

例
は
い
く
ら
か
の
足
が
か
り
を
与
え
て
い
る
。
第
2
6
1
段
「
う
れ
し
き
も

の
」
に
は
「
物
の
折
、
も
し
は
、
人
々
い
ひ
交
し
た
る
歌
の
聞
え
て
、

打
開
な
ど
に
書
き
入
れ
ら
る
る
」
と
あ
る
。
和
泉
古
典
叢
書
『
枕
草

子
』
(
増
田
繁
夫
氏
校
注
)
は
こ
の
「
打
開
」
　
に
「
耳
に
し
た
、
人
々
の

お
も
し
ろ
い
歌
、
そ
の
歌
に
関
す
る
で
き
事
な
ど
を
記
し
た
書
物
」
と

注
し
て
い
る
。
こ
の
用
法
の
実
例
は
『
枕
草
子
』
中
に
見
え
て
い
る
。

第
2
9
1
段
(
「
衛
門
の
尉
な
り
け
る
者
の
」
=
道
命
阿
閣
梨
歌
)
、
第
2
9
2
段
(
「
ま

た
博
の
殿
の
御
母
上
」
=
道
綱
母
歌
)
、
第
2
9
3
段
(
「
ま
た
、
業
平
の
中
将
の
も

と
に
」
=
『
伊
勢
物
玉
巴
第
8
4
段
、
伊
登
内
親
王
歌
)
が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
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「
こ
こ
も
と
は
打
開
に
な
り
ぬ
る
な
め
り
」
と
の
書
き
手
の
言
葉
も
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
「
打
開
」
と
は
、
言
わ
れ
る
と
お

り
、
伝
承
(
「
聞
え
」
)
を
書
記
し
た
(
「
書
き
入
れ
ら
る
る
」
)
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
「
打
開
」
　
の
実
体
は
『
今
鏡
』
第
九
・
一
〇
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
。
第
九
冒
頭
、
「
さ
ら
ば
昔
語
り
も
な
は
い
か
な
る
事
か

聞
き
給
ひ
し
。
語
り
給
へ
。
」
と
の
聞
き
手
の
要
望
に
、
老
女
は
、

お
の
づ
か
ら
見
聞
き
侍
り
し
事
も
、
事
の
続
き
に
こ
そ
思
ひ
出
で

侍
れ
。
か
つ
は
聞
き
給
へ
り
し
事
も
確
か
に
覚
え
侍
ら
ず
。
伝
へ

承
り
し
事
も
、
思
ひ
出
づ
る
に
従
ひ
て
申
し
侍
り
な
む
。
古
の
鏡

と
も
な
ど
か
な
り
侍
ら
ざ
ら
む
。

と
応
じ
て
、
い
く
つ
か
の
話
題
を
語
っ
て
い
る
。
第
九
は
「
音
譜

(
り
)
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
見
聞
き
侍
り
し
事
」

「
聞
き
給
へ
り
し
事
」
「
伝
へ
承
り
し
事
」
を
、
「
古
の
鏡
」
と
も
す
べ

く
「
事
の
続
き
に
こ
そ
思
ひ
出
で
」
「
思
ひ
出
づ
る
に
従
ひ
て
」
語
る

の
が
「
昔
語
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
興
味
深
い
の
は
、
つ

づ
く
第
一
〇
の
冒
頭
「
敷
島
の
打
開
」
段
の
語
ら
れ
方
で
、
そ
こ
で
は

「
事
の
続
き
に
こ
そ
思
ひ
出
で
」
「
思
ひ
出
づ
る
に
従
ひ
て
」
　
に
か
か
わ

る
叙
述
、
す
な
わ
ち
話
題
相
互
を
関
係
づ
け
て
い
く
語
り
の
な
い
ま

ま
、
ま
た
聞
き
手
へ
の
待
遇
表
現
も
欠
け
が
ち
に
、
「
見
聞
き
侍
り
し

事
」
「
聞
き
給
へ
り
し
事
」
「
伝
へ
承
り
し
事
」
だ
け
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
ま
る
で
テ
キ
ス
ト
の
歴
史
語
り
に
組
み
込
め
な
か
っ
た
残

余
の
歌
謡
の
集
積
の
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
「
打
開
」
と
呼
称
さ
れ

て
第
九
の
「
音
譜
(
り
)
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
る
な
ら

ば
、
「
打
開
」
と
は
「
事
の
続
き
」
や
「
思
ひ
出
づ
る
」
(
連
想
)
　
の
文

脈
表
示
を
と
も
な
わ
ず
、
ま
た
聞
き
手
を
そ
れ
ほ
ど
意
識
し
な
い
か
た

ち
で
伝
承
(
「
聞
え
」
)
が
書
記
さ
れ
た
(
扇
日
き
入
れ
ら
る
る
」
)
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

も
と
よ
り
、
そ
こ
に
は
『
枕
草
子
』
が
そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
に
「
を
か

し
け
れ
」
「
い
と
め
で
た
け
れ
」
「
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
を
か
し
」
「
思

ひ
や
ら
る
れ
」
と
い
っ
た
評
言
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
、
話
題
を
書
き

付
け
つ
つ
こ
れ
と
対
話
す
る
主
体
も
介
在
し
て
い
よ
う
。
あ
る
い
は
第

別
段
か
ら
第
加
段
の
連
な
り
に
は
「
道
命
」
1
(
遺
銅
息
)
1
「
道
綱

母
」
1
「
小
野
殿
」
1
(
惟
喬
親
王
)
1
(
『
伊
勢
物
議
巴
)
1
(
母
子
)
1

「
業
平
と
伊
登
内
親
王
」
と
い
っ
た
連
想
も
働
い
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
「
こ
こ
も
と
は
打
開
に
な
り
ぬ
る
な
め
り
」
と
あ
る
よ

う
に
、
「
打
開
」
そ
の
も
の
は
そ
れ
ら
の
営
み
の
結
果
、
つ
ま
り
は

「
見
聞
き
侍
り
し
事
」
「
聞
き
給
へ
り
し
事
」
「
伝
へ
承
り
し
事
」
を
い

わ
ば
メ
モ
と
し
て
折
々
に
書
き
込
ん
だ
集
積
物
と
い
う
の
が
本
義
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
『
打
聞
集
』
は
そ
う
し
た
「
打
聞
」
　
の
語
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を
含
ん
で
書
名
と
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
書
名
は
「
見
聞
き
侍

り
し
事
」
「
聞
き
給
へ
り
し
事
」
「
伝
へ
承
り
し
事
」
を
折
々
に
い
わ
ば

メ
モ
と
し
て
録
し
集
積
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
自
称
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
『
打
開
集
』
の
性
格
は
本
テ
キ
ス
ト
の
書
誌
情
報
か
ら

も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
紹
介
し
た
と
お
り
、
本
書
の
表
紙
に
は
「
長

承
三
年
」
(
u
g
の
年
記
が
あ
る
が
、
1
4
丁
裏
に
も
い
く
つ
か
の
年

記
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
奥
書
と
見
て
考
証
し
た
片
寄
正
義
氏
は

「
本
書
は
、
崇
徳
天
皇
の
大
治
元
年
(
E
N
の
)
の
書
写
で
、
表
紙
に
記

す
長
承
三
年
よ
り
も
八
年
前
の
書
写
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
長
承
三
年

云
々
の
文
句
は
数
年
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て

い
る
(
上
掲
書
)
。
こ
の
指
摘
は
大
治
元
年
か
ら
長
承
三
年
の
間
(
あ
る

い
は
そ
れ
以
後
)
に
記
事
の
加
筆
が
あ
り
え
た
こ
と
を
含
意
し
て
い
よ

う
。
は
た
し
て
、
1
3
丁
表
の
末
尾
余
白
に
略
記
を
も
っ
て
書
き
込
ま
れ

た
2
4
「
観
寿
(
勧
修
)
寺
事
」
・
2
5
「
世
尊
寺
事
」
は
、
表
紙
裏
の
説
話

目
録
で
は
諸
条
の
末
尾
に
書
き
加
え
た
形
と
な
っ
て
い
る
(
1
3
「
龍
樹

菩
薩
隠
形
事
」
の
記
載
位
置
の
異
な
り
は
末
審
)
。
そ
し
て
そ
の
目
録
を
記

し
た
紙
面
の
余
白
に
は
2
4
・
2
5
同
様
、
略
記
を
も
っ
て
「
書
写
聖
人
ハ

円
融
院
帝
王
二
被
召
参
ズ
其
験
有
云
々
」
(
『
ム
孟
日
物
語
集
』
巻
一
二
第
3
4

話
)
、
「
弘
法
大
師
ハ
嵯
峨
帝
王
御
持
僧
修
円
僧
都
同
時
人
也
」
(
冠
孟
日

物
語
集
』
巻
一
四
第
4
0
話
)
と
書
き
付
け
ら
れ
て
も
い
る
。
こ
れ
ら
は
長

承
三
年
以
後
の
加
筆
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
奥
書
記
載
第
1
4
丁
に
つ
づ

く
第
1
5
・
1
6
丁
に
は
料
紙
の
表
裏
に
『
大
鏡
』
本
文
(
巻
五
・
六
)
及

び
裏
書
(
巻
一
翼
等
か
ら
の
抜
書
、
摘
記
が
あ
る
が
(
第
1
5
丁
は
料
紙

が
他
と
異
な
る
)
、
こ
れ
も
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
別
紙
「
打
開
」
を
合

綴
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
打
開
」
は
か
く
し
て
余
白
へ
の
書
き
込
み
、
「
打
開
」
料
紙
の
追

加
を
許
容
す
る
空
間
と
し
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
折
々
に
披
見
、

見
聞
の
記
事
が
録
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
く
。
か
か
る
テ
キ
ス
ト
空
間
が

異
種
伝
承
圏
の
出
会
い
の
場
と
な
っ
て
個
別
伝
承
を
交
錯
混
活
さ
せ
て

い
く
の
は
い
わ
ば
必
然
で
あ
る
。
『
打
開
集
』
は
そ
の
よ
う
な
場
と
し

て
か
つ
て
一
伝
承
圏
内
に
保
持
さ
れ
て
い
た
〝
類
縁
関
係
″
を
解
体

し
、
こ
こ
か
ら
の
派
生
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
あ
ら
た
な
〝
類
縁
関
係
″

を
生
み
だ
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
あ
っ
た
。

*

さ
て
、
『
打
開
集
』
を
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
と
見
な
す
と
き
、
そ

こ
か
ら
引
き
出
し
う
る
〝
説
話
文
学
の
魅
力
″
(
=
テ
キ
ス
ト
読
解
の
興

味
)
と
し
て
は
さ
し
あ
た
り
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

一
つ
は
各
話
伝
承
過
程
の
探
索
を
通
じ
て
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
所

収
各
話
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
も
つ
異
相
に
注
目
す
る
こ
と
で
説
話
伝
承
の
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間
の
語
り
の
声
、
そ
れ
が
発
せ
ら
れ
た
場
、
発
話
主
体
の
姿
、
行
為
、

そ
こ
で
引
き
起
こ
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
出
来
事
な
ど
の
数
々
を
聴
き
取

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
見
聞
き
侍
り
し
事
」
「
聞
き
給
へ
り
し
事
」

「
伝
へ
承
り
し
事
」
　
の
筆
録
と
し
て
あ
る
『
打
開
集
』
　
の
特
徴
に
か
か

わ
る
。
書
写
筆
録
集
積
を
基
本
と
す
る
『
打
開
集
』
に
は
そ
れ
自
体
の

声
よ
り
も
伝
承
過
程
の
声
の
ほ
う
が
高
く
響
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
先
に
も
注
記
し
た
2
0
「
唐
僧
人
穴
事
」
　
-
　
本
話
題
の
場

合
、
原
拠
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
近
い
の
は
『
今
昔
物
語
集
』

話
だ
が
そ
こ
に
は
取
材
源
に
関
す
る
記
事
が
な
く
、
む
し
ろ
原
拠
か
ら

遠
い
系
統
の
方
に
「
玄
芙
三
蔵
ノ
天
竺
二
渡
(
り
け
る
)
ト
キ
ノ
記

(
に
)
此
由
ヲ
シ
ル
セ
リ
」
(
『
打
開
集
』
)
と
い
っ
た
話
末
注
が
見
え
る
。

こ
の
原
拠
情
報
は
誰
が
何
の
た
め
に
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
『
今
昔
物
語

集
』
話
は
こ
れ
に
導
か
れ
て
原
拠
を
検
索
し
た
人
に
よ
っ
て
再
話
さ
れ

た
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
何
の
た
め
に
?
　
さ
ら
に
『
打
開

集
』
話
に
は
同
系
統
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
に
な
く
別
系
統
の
『
今

に
ぬ

昔
物
語
集
』
話
に
見
え
る
「
天
竺
ニ
モ
不
似
花
開
(
き
)
タ
リ
」
　
の
叙

述
が
あ
っ
て
(
原
拠
な
し
)
、
伝
承
過
程
に
お
け
る
二
系
統
話
題
の
接
触

場
面
を
推
測
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
い
か
な
る
場
面
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
7
「
老
者
移
他
国
」
　
-
　
本
譚
は
そ
の
類
話
『
枕
草

子
』
甜
段
「
社
は
」
〝
蟻
通
明
神
″
譚
(
『
大
鏡
』
巻
六
裏
書
に
も
所
引
)

の
和
化
変
容
ぶ
り
に
よ
っ
て
我
が
国
で
の
広
く
長
い
伝
播
伝
承
を
う
か

が
わ
せ
て
い
る
話
題
。
し
か
し
、
時
代
が
く
だ
る
『
今
昔
物
語
集
』

(
巻
五
3
2
)
『
打
開
集
』
所
収
話
は
原
拠
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
一
と
の
近
似

性
が
高
く
、
〝
蟻
通
明
神
″
譚
流
布
の
な
か
別
途
あ
ら
た
め
て
原
拠
か

ら
説
話
化
さ
れ
た
も
の
の
系
譜
を
ひ
く
ご
と
く
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語

集
』
話
は
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
『
賢
愚
経
』
巻
七
の
類
話
と
も
接
触
し
て

一
部
を
語
り
変
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
(
第
一
話
題
の
「
牝
馬
二
疋
」

は
召
只
愚
経
』
に
よ
る
。
『
打
開
集
』
「
同
様
ナ
ル
馬
ヲ
二
疋
」
)
。
一
方
、
『
打

聞
集
』
話
は
「
勇
フ
l
日
中
へ
キ
事
こ
モ
不
候
」
(
写
昔
物
語
集
』
=
此
ノ

伍
匝
け
l
l

事
轍
ク
可
申
キ
事
二
非
ズ
」
、
原
拠
=
な
し
)
な
ど
和
文
化
(
口
頭
語
化
)
を

強
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
場
の
位
相
に
応
じ
て
自
ず
か

ら
話
素
や
語
彙
、
語
り
口
が
変
質
し
た
例
だ
ろ
う
が
、
象
も
出
て
く
る

こ
の
頓
智
噺
で
わ
ざ
わ
ざ
「
馬
」
を
「
牝
馬
」
　
に
訂
し
て
語
る
場
と
は

ど
の
よ
う
な
聞
き
手
の
い
る
場
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
1
5
「
玉
盗
成
国
王

事
」
(
軍
書
物
語
集
』
巻
五
第
3
謡
)
　
-
　
原
拠
で
は
「
玉
盗
」
が
悔
俊

し
て
出
家
す
る
話
。
こ
れ
を
出
家
さ
せ
ず
「
経
二
説
(
き
)
タ
ル
ト
僧

ノ
語
(
り
)
シ
」
(
軍
書
物
語
集
』
「
此
レ
ハ
経
ノ
説
也
ト
ゾ
僧
語
リ
シ
」
)
と

ま
で
騙
っ
て
「
善
悪
一
如
」
　
の
讐
喩
詔
に
仕
立
て
た
の
は
何
の
た
め
～

1
6
「
智
証
大
師
験
事
」
　
-
　
『
今
昔
物
語
集
』
(
巻
二
は
)
の
「
測
矧

ノ
方
ヨ
リ
俄
二
大
ナ
ル
雨
降
り
来
(
た
り
)
テ
火
ヲ
消
(
し
)
テ
」
を

λ00



に
わ
か

「
和
利
(
の
)
方
ヨ
リ
雨
風
頓
(
に
)
吹
(
き
)
て
火
(
を
)
消
(
つ
)
」

に
変
え
た
の
は
誰
が
何
時
、
何
処
で
何
の
た
め
に
し
た
仕
業
?
…
…

異
相
の
一
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
が
通
過
し
て
き
た
語
り
の
場
や
そ

こ
で
伝
承
を
担
っ
た
語
り
手
の
言
語
的
な
営
み
の
累
層
と
し
て
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
話
と
類
縁
関
係
を
も
つ
1
「
達
磨
和
尚
事
」
3
「
仏

舎
利
事
」
6
「
大
師
投
五
鈷
給
事
」
8
「
鳩
摩
羅
仏
縫
事
」
に
『
今
昔

物
語
集
』
と
は
異
な
る
叙
述
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
り
、
小
話
題
の
増
減

が
あ
っ
た
り
、
一
部
別
伝
承
に
依
拠
す
る
叙
述
が
挟
ま
れ
て
い
た
り
す

る
の
も
、
ま
た
、
2
6
「
公
野
(
空
也
)
望
事
」
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

第
1
1
2
話
と
の
類
縁
関
係
を
た
も
ち
な
が
ら
後
半
に
別
伝
承
(
『
空
也
崖

所
見
話
題
)
を
併
せ
持
つ
の
も
、
『
日
本
霊
異
記
』
　
(
上
3
)
の
名
高
い

〝
道
場
法
師
″
譚
中
、
翁
が
楠
舟
を
造
り
水
を
入
れ
竹
の
葉
を
浮
か
べ

て
小
子
(
雷
)
を
天
上
に
帰
す
件
が
、
1
4
「
遺
文
(
場
)
法
師
事
」
で

「
桑
木
ヲ
便
(
り
)
ト
シ
テ
空
二
登
ヌ
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
そ
う

し
た
営
み
の
一
端
に
は
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
聞
き
分
け
読
み
解
き

見
分
け
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
、
主
体
、
慣
習
・
言

説
(
習
慣
、
習
俗
、
信
仰
、
世
界
観
、
価
値
像
)
、
対
話
、
思
索
、
知
、
そ

し
て
語
り
の
欲
望
に
も
出
会
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
出
会
い
こ
そ
が

〝
説
話
文
学
の
魅
力
″
で
も
あ
ろ
う
。

*

『
打
開
集
』
か
ら
引
き
出
し
う
る
興
趣
の
今
一
つ
は
、
「
打
開
」
で
打

ち
消
さ
れ
て
い
る
評
言
や
「
事
の
続
き
」
「
思
ひ
出
づ
る
」
(
連
想
)
の

聴
き
取
り
を
通
じ
て
の
こ
と
。
こ
こ
で
い
う
「
評
言
」
は
い
わ
ゆ
る
話

末
評
の
こ
と
で
は
な
く
、
『
枕
草
子
』
　
の
『
打
開
』
例
に
も
見
ら
れ
た

よ
う
な
、
評
末
評
を
も
含
む
採
録
説
話
の
全
体
(
先
行
す
る
他
者
の
語

り
)
　
へ
の
「
評
言
」
の
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
森
正
人
氏
が

「
親
本
の
本
文
と
書
写
行
為
の
交
錯
す
る
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
場
」

へ
の
注
視
を
も
っ
て
「
打
開
集
本
文
の
成
立
」
(
『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部

論
集
』
-
器
N
)
で
試
み
て
い
る
。
話
題
の
略
述
を
宗
と
し
、
「
非
略
表
記

体
」
(
自
立
語
を
多
く
仮
名
表
記
し
、
付
属
語
、
活
用
語
尾
の
省
略
の
少
な
い

形
式
)
の
「
親
本
原
態
」
を
「
略
表
記
体
」
(
自
立
語
を
多
く
漢
字
表
記

し
、
付
属
語
、
活
用
語
尾
の
省
略
の
多
い
形
式
)
　
へ
と
書
き
換
え
て
い
く
間

に
展
開
す
る
、
「
書
写
者
が
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
親
本
本
文
に

は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
と
、
逆
に
親
本
本
文
が
書
写
行
為
に
は
た
ら
き

か
け
る
こ
と
の
、
た
え
ざ
る
相
互
作
用
」
　
の
析
出
。
本
稿
は
そ
こ
で
い

わ
れ
る
「
親
本
原
態
」
(
詳
細
は
森
氏
論
考
に
依
ら
れ
た
い
)
を
「
打
開
」

に
こ
だ
わ
っ
て
〝
採
録
説
話
″
　
に
拡
大
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
「
本
文
と
書
写
行
為
の
交
錯
す
る
、
き
わ
め
て

具
体
的
な
場
」
で
の
「
相
互
作
用
」
　
こ
そ
が
こ
こ
で
い
う
「
評
言
」
　
の

声
の
も
ら
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
声
は
記
し
留
め
ら
れ
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て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
森
氏
が
手
本
を
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ

の
書
写
の
過
程
で
「
物
語
叙
述
を
簡
縮
約
化
す
る
企
図
を
忘
失
し
、
親

本
本
文
に
寄
り
添
っ
て
こ
れ
を
忠
実
に
再
現
し
て
し
ま
」
う
、
た
と
え

ば
そ
う
し
た
行
為
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
そ
の
行
為
と
と
も
に
発
せ
ら

れ
た
声
と
し
て
た
し
か
に
感
得
聴
取
し
う
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
事
の
続
き
」
「
思
ひ
出
づ
る
」
蓮
想
)
は
、
こ
れ
も
「
打
開
」
の
テ

キ
ス
ト
空
間
で
は
消
去
さ
れ
て
い
る
が
、
話
題
連
関
か
ら
読
み
解
く
こ

と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
た
と
え
ば
1
「
達
磨
和
尚
事
」
と
2

「
釈
迦
如
来
験
事
」
と
の
間
に
「
仏
教
聖
人
の
験
力
」
「
仏
教
者
の
受

難
、
獄
門
幽
閉
」
、
2
と
3
「
仏
舎
利
事
」
と
の
間
に
「
折
詰
霊
験

(
仏
弟
子
救
済
)
」
「
浬
磐
後
の
釈
迦
霊
験
」
、
3
と
4
「
静
観
僧
正
事
」

と
の
間
に
「
祈
請
霊
験
(
物
や
現
象
の
出
来
)
」
と
い
っ
た
「
事
の
続
き
」

(
連
接
の
契
機
)
が
、
ま
た
、
8
「
鳩
摩
羅
仏
盗
事
」
と
9
「
玄
芙
三
蔵

心
経
事
」
と
の
間
に
は
、
同
様
の
連
続
を
も
つ
『
今
昔
物
語
集
』
(
巻

六
第
5
・
6
)
　
に
お
け
る
「
仏
法
伝
来
」
(
前
者
は
『
法
華
経
』
、
後
者
は

『
般
若
心
経
』
。
国
東
文
麿
氏
冠
孟
日
物
語
集
成
立
考
(
増
補
版
)
』
)
に
加
え
て

「
聖
と
女
性
と
の
交
渉
」
と
い
っ
た
そ
れ
が
、
あ
る
い
は
2
6
「
公
野
(
空

也
)
聖
事
」
と
2
7
「
補
陀
落
寺
屠
児
事
」
と
の
間
に
も
空
也
の
受
戒

師
=
延
昌
と
い
っ
た
知
識
を
介
在
さ
せ
た
連
関
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
先
に
紹
介
し
た
増
補
記
事
2
4
「
観
寿
(
勧
修
)
寺
事
」
(
『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
二
第
7
話
コ
ロ
同
藤
内
大
臣
語
」
‥
少
年
期
=
「
南
山
科
」
の
女

と
の
出
会
い
)
は
2
3
「
尊
勝
陀
羅
尼
事
」
の
主
人
公
の
行
状
(
藤
原
常

行
‥
少
年
期
=
「
東
京
」
の
女
と
の
交
際
)
と
の
類
似
か
ら
、
そ
し
て
こ
れ

に
つ
づ
く
増
補
記
事
2
5
「
世
等
寺
事
」
(
『
宇
治
拾
遺
物
琵
巴
第
8
4
段
。
世

尊
寺
は
清
和
帝
皇
子
友
純
親
王
旧
邸
。
別
伝
冠
孟
日
物
語
集
』
巻
二
七
第
3
話

『
桃
園
柱
穴
指
出
児
手
、
招
人
瑾
巴
に
は
源
高
明
旧
宅
)
は
そ
の
2
4
の
う
ち
な

る
王
家
ゆ
か
り
の
人
物
(
「
南
山
科
」
の
女
所
生
の
姫
=
醍
醐
帝
母
)
の
旧

宅
地
が
寺
と
さ
れ
た
話
題
性
と
の
共
通
を
も
っ
て
「
思
ひ
出
づ
る
」

(
連
想
)
こ
と
で
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
、

こ
れ
も
先
に
引
い
た
表
紙
裏
の
書
付
二
条
は
、
前
者
の
隠
徳
聖
性
空
譚

が
名
利
を
忌
避
し
た
1
0
「
宝
志
和
尚
」
譚
と
の
類
同
に
よ
っ
て
、
後
者

の
嵯
峨
天
皇
護
持
僧
「
弘
法
大
師
」
「
修
円
僧
都
」
詔
は
1
9
「
弘
法
大

師
請
雨
経
事
」
と
の
対
比
を
も
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
、

等
々
。評

言
や
「
事
の
続
き
」
「
思
ひ
出
づ
る
」
(
連
想
)
の
聴
き
取
り
は
自

ず
か
ら
「
打
開
」
の
筆
録
者
が
採
録
説
話
の
何
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
そ

こ
で
何
が
読
ま
れ
た
か
を
教
え
よ
う
。
そ
れ
は
目
録
題
や
略
述
略
記
の

具
体
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
筆
録
主
体
の

知
の
あ
り
様
、
採
録
話
と
の
対
話
の
動
態
(
森
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
相
互
作

用
」
)
を
垣
間
見
さ
せ
る
。
こ
れ
も
ま
た
〝
説
話
文
学
の
魅
力
″
に
通
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じ
て
い
よ
う
。

*

以
上
、
『
打
開
集
』
　
の
「
打
開
」
性
に
こ
だ
わ
っ
て
テ
キ
ス
ト
読
解

の
観
点
提
示
を
試
み
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
粗
忽
な
略
述
に
よ
る
文

脈
の
不
明
瞭
化
(
6
「
大
師
投
五
鈷
給
事
」
‥
.
入
定
記
事
脱
落
、
1
9
「
弘
法
大

師
請
雨
経
事
」
‥
軍
書
物
語
集
』
巻
一
四
第
4
1
話
に
「
(
大
師
)
僧
都
ニ
テ
在

シ
ケ
ル
時
」
と
あ
る
ご
と
き
時
間
記
述
を
略
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
原
拠
の
「
僧

都
」
を
使
用
、
な
ど
)
、
人
名
知
識
の
欠
如
(
奏
始
皇
1
「
晋
ノ
史
弘
」
な

ど
)
、
寺
院
名
の
誤
認
(
2
「
仏
舎
利
事
」
‥
「
建
初
寺
」
、
2
2
「
麿
等
聖
弘
仏

経
事
」
‥
「
白
馬
寺
」
、
8
「
鳩
摩
羅
仏
盗
事
」
‥
「
清
涼
寺
」
)
、
仏
教
語
彙
の

無
理
解
(
1
「
達
磨
和
尚
事
」
‥
ほ
た
い
(
菩
提
)
1
「
本
体
」
な
ど
)
等
、

わ
れ
わ
れ
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
も
少
な
く
な
い
け
れ
ど
も
(
し
か
し
、

こ
う
し
た
こ
と
は
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
』
な

ど
の
「
非
略
表
記
体
」
テ
キ
ス
ト
に
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
だ
し
、
冠
孟
日
物

語
集
』
に
も
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
驚
く
に
た
り
な
い
)
、
「
打
開
」
　
の

実
例
と
し
て
そ
の
実
体
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
見
た
と
お
り
、
そ
こ
で

は
「
事
の
続
き
」
「
思
ひ
出
づ
る
」
(
連
想
)
が
消
去
さ
れ
て
話
題
だ
け

が
録
さ
れ
て
い
る
。
消
去
は
「
打
開
」
が
話
題
本
位
の
記
録
媒
体
で
あ

る
故
の
必
然
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
「
打
開
」
　
に
お
け
る
〝
「
事
の

続
き
」
「
思
ひ
出
づ
る
」
(
連
想
)
の
消
去
″
が
メ
タ
認
知
さ
れ
、
そ
れ

が
方
法
と
し
て
手
法
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
『
今
昔
物
語
集
』
の
よ
う
な

新
た
な
「
昔
語
り
」
=
歴
史
叙
述
が
誕
生
し
、
他
方
、
消
去
さ
れ
た

〝
「
事
の
続
き
」
「
思
ひ
出
づ
る
」
(
連
想
)
″
の
読
解
を
も
読
者
に
要
請
、

提
供
す
べ
く
〝
消
去
″
を
巧
み
手
法
化
す
る
と
こ
ろ
に
『
宇
治
拾
遺
物

語
』
　
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
生
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
異
種
伝
承
圏
の

個
別
伝
承
が
交
錯
混
活
す
る
場
と
し
て
の
「
打
開
」
が
、
そ
れ
ら
諸
伝

承
を
筆
録
す
る
営
み
を
通
じ
て
〝
説
話
集
″
　
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

発
見
さ
せ
る
場
と
し
て
も
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
打
開
集
』
と
『
今
昔

物
語
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
等
の
説
語
集
と
の
類
縁
関
係
は
こ
の
よ

う
な
点
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
よ
う
。

〔
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
　
広
島
大
学
大
学
院
教
授
〕
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